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はじめに

文部科学省では、知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の小学部及
び中学部用著作教科書（以下「星（☆）本」という。）を発行しています。

星（☆）本は、学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の生活の場で応
用されにくいという知的障害のある児童生徒の学習上の特性を踏まえて編集しています。学
んだことが次の学びや学校生活、日常生活及び将来の人生に生きる内容となるように、児童
生徒が学習する上で役立ち、可能な範囲で学校生活や日常生活の課題や流れと関連のある題
材・テーマを取り上げています。

また、今次の特別支援学校学習指導要領において、知的障害者である児童生徒のための各
教科等の目標や内容が、育成を目指す３つの資質・能力の柱に基づいて整理されていること
を踏まえ、星（☆）本では、生きて働く知識・技能の習得、未知の状況にも対応できる思考
力・判断力・表現力等の育成、学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性
等の涵養につながる題材を選定し、特別支援学校学習指導要領で示す教科の内容を一通り学
習することができるようにしています。

文部科学省としては、知的障害のある児童生徒の資質・能力の育成に当たって、特別支援
学校等において星（☆）本を積極的に御活用いただきたいと考えていますが、一方で、現場
の先生方からは、「星（☆）本を手に取ったことがない。」「どのように星（☆）本を使え
ばよいかが分からない。」といった声も聞かれるところです。

そこで、特別支援学校等における実践の参考となるよう、星（☆）本を実際に授業で活用
されている特別支援学校に御協力いただき、令和６年度においては国語、算数・数学、音楽
の星（☆）本を活用した事例集を作成するとともに、令和７年度においては生活の星（☆）
本を活用した実践事例をまとめた本事例集を作成しました。

これらの事例集では、星（☆）本を授業内で児童生徒に提示し、その題材や星（☆）本で
示している発問等を適宜使用しながら展開する授業や、星（☆）本自体を直接児童生徒に提
示はしないが、星（☆）本の題材を取り入れて展開する授業など、児童生徒一人一人の実態
や各教科の段階・特質等を踏まえて、星（☆）本を様々に活用した創意工夫あふれる実践を
紹介しております。

また、その際には、星（☆）本の題材の活用の仕方や、各題材における指導のねらいや重
点、そしてどのような資質・能力を育成するのかということ等を確認するため、星（☆）本
の教科書解説（以下「解説書」という。）を併せて活用されていることも見てとれます。

なお、事例集で示している実践事例が全ての児童生徒に当てはまるわけではなく、児童生
徒一人一人の実態、各教科の段階・特質や解説書で示す内容等を踏まえた授業づくりが大切
であることは論をまちません。

結びに、本事例集の作成に当たって御協力いただいた特別支援学校の皆様にはこの場をお
借りして厚く御礼を申し上げるとともに、特別支援学校等における星（☆）本を活用した授
業づくりにおいて、本事例集がその一助となることを願っています。

文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課
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障害種・児童生徒数
知的障害部門：

小学部 183人（45学級）
中学部 103人（22学級） 高等部 100人（17学級）

学校の特徴

• 茨城県南の田園地帯に立地する知的障害特別支援学校。首都圏に近い人口増加地
域にあり、県内で2番目に児童生徒数が多い。

• 「自律する力を高め、よりよく表現・行動できる力の育成」を目標に、地域資源の活用や
地域貢献を通した学校づくりを進めている。

生活科の星（☆）本を
活用している学年教科

【小学部】  第1－2学年…☆
第3－4学年…☆☆
第5－6学年…☆☆☆

主な使い方

◼ 授業づくりにおける課題意識を契機として星（☆）本の活用が広がり、学習指導要領と併せて参照しながら年間
指導計画や授業内容を構成している。

◼ 星（☆）本を手に取って授業を受けることのできる児童については手元に星（☆）本を置きながら、また、難しい
児童については星（☆）本の題材等を踏まえて教師が作成した教材等を使用するなど、児童の障害の状態等を
踏まえて星（☆）本を活用している。

活用に関する工夫

◼ 星（☆）本のイラストを基に作成したスライドをモニターに投影し、視覚的に分かりやすく提示している。文字は最
小限とし、コントラストを工夫するなどして、児童の注目を促している。

◼ 星（☆）本を基に作成したオリジナル教材については、共有できるものは教員間で共有しつつ、児童の実態に応
じて個別に工夫している。

活用することによる効果

◼ 星（☆）本の活用により、学年を通じた系統的な指導が可能となり、重複指導の防止や指導内容の明確化につ
ながっている。

◼ 年間指導計画の作成においても、指導内容の根拠が明確になり、「昨年度はここまで教えたはず」といった曖昧
な認識の解消や、教員間での共通理解の形成が図られている。

◼ 単元のねらいが明確になり、授業の目標設定に反映されるとともに、児童の実態に応じた適切な段階設定が行
われている。

◼ 教師がオリジナルの教材を作る際に、星（☆）本という基盤があることで、「ベースがあってのオリジナル教材作
り」ができるようになった。

事例  No.1 茨城県立伊奈特別支援学校

学校における生活科の星（☆）本の活用について

学校における生活科の星（☆）本解説書の活用について

活用することによる効果

◼ 解説書を参照することで、各単元やテーマにおいて何を狙うかが明確になり、授業の目標設定に反映できる。
◼ 各段階において何をどこまで取り扱うべきかが明確になり、各学年を通じて同じ題材を扱いながらも系統性のあ
る指導ができるようになっている。



小学部

１年

活用事例

☆
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単元名 ➢ 劇遊びをしよう／いっしょにしよう（生活単元学習）

児童生徒の状況

➢ 教師の言葉かけに頷きやタッチで応じることができる児童が４名、

簡単な言葉で会話のやりとりを楽しむことができる児童が２名在籍

しており、活動への参加の仕方や表現の仕方が様々である。

単元の展開

➢ 友達や教師と関わりながら劇遊びに取り組むことを通して、集団の

中での役割や人との関わり方に関心をもつ。

➢ 大道具や小道具の制作、役になって表現する活動を通して、友達と

協力して一つのものを作り上げる経験や達成感を味わう。

※関連する生活科の内容のみ掲載。

単元構想の視点と星(☆)本活用のポイント

◼友達や集団の中での役割を意識することができるよう、劇遊びの活動を取り上げることとし、星
（☆）本の「ありがとう」や「ごめんなさい」のイラストを活用することで、児童が活動を通して気持
ちを伝え合うことができるようにする。

時 数 学習活動と星（☆）本の活用 関連して使用した教材等

① 〇劇遊びについて知ろう スライド 

②
〇「こぶたとおおかみ」の劇の準備をしよう

☆Ｐ46、47 （いっしょにしよう）
スライド、絵カード 

③ 〇木の家を作ろう☆Ｐ40（ありがとう、ごめんなさい）、46、47 スライド、絵カード、模造紙、絵の具

④ 〇レンガの家を作ろう☆Ｐ40、46、47 スライド、絵カード、段ボール、絵の具

⑤ ≪本時≫ 〇わらの家を作ろう☆Ｐ40、46、47 
スライド、絵カード、模造紙、クレヨン、
花紙、PEテープ 

⑥⑦⑧⑨ 〇劇の練習をしよう☆Ｐ46、47 
こぶたの家、わら、金槌、レンガ、劇の
音源 

⑩ 〇発表会をしよう☆Ｐ46、47 
こぶたの家、わら、金槌、レンガ、劇の
音源 

１段階

本題材に関連する
学習指導要領の

主な内容

【知識及び技能】

オ 人との関わり

（イ）身の回りの人との関わり方に関心を

もつこと。

カ 役割

（イ）集団の中での役割に関心をもつこと。

【思考力、判断力、表現力等】

オ 人との関わり

（ア）教師や身の回りの人に気付き、教師

と一緒に簡単な挨拶などをしようとす

ること。

カ 役割

（ア）身の回りの集団に気付き、教師と一

緒に参加しようとすること。



気持ちを伝え合いながら、友達や教師と
一緒にわらの家を作る

目標
本時の展開

学習の流れ 主な学習活動 星(☆)本の使い方のポイント

導入

○はじめのあいさつ

１．本時の学習内容を知る。

・「こぶたとおおかみ」の手遊び 

・前時までを振り返る。

・本時の目標を知る。

• 星（☆）本を参考にしたイラストを
モニターに提示し、友達や教師に
「ありがとう」と伝えられるようにす
る。 

• 星（☆）本を参考にしたイラストを
提示しながら、友達や教師と一緒
にわらの家を作ることを意識でき
るようにする。 

展開

１．わらの家の模様を描く 

・役割を分担し、折り紙をちぎる、

貼る、クレヨンで模様を描くなどする。

 

２．PEテープでわらを作る 

・１人１つずつわらを作る 。

・活動の中の、友達に材料を渡す、

受け取るなどの場面において、

「どうぞ」「ありがとう」といったやり取りを行う。

まとめ

○１．振り返り 

・わらの家を組み立てて、どんな家

が完成したか確認する 。

２．次時について知る 

・配役、劇の練習について知る。 

・自分が演じる役の帽子を被り、役の

気持ちになる。
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担当教員より

◼ 星（☆）本や解説書から題材・ねらいを取り入れて授業を計画している。星（☆）本のイラストを取り入れて作成
したスライドをモニターに投影したところ、イラストが分かりやすいものであることから、児童が注目しやすく、集中
して学習に取り組むことができた。

◼ 星（☆）本があることで、星（☆）本の題材や内容をベースとしながら、児童の障害の状態等に応じて適切な指
導及び必要な支援や教材などを検討することができている。

◼ 学習指導要領の目標・内容に基づいた授業を行うためにどのような活動を取り入れるのがよいのかを考えるに
当たって、解説書が常に参考になっている。
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障害種・児童生徒数
知的障害部門：

小学部 73人（14学級）
中学部 56人（9学級） 高等部 146人（22学級）

学校の特徴

• 知的障害のある児童生徒を対象とした特別支援学校であり、小学部・中学部・高等部
を設置している。

• 地域との交流を積極的に進めながら、「社会参加の基礎となる学び」を通して、全ての
子どもが自分らしく生きる力を育むことを教育目標としている。

生活科の星（☆）本を
活用している学年教科

【小学部】 第1－2学年…☆
第3－4学年…☆☆
第5－6学年…☆☆☆

主な使い方

◼ 星（☆）本の題材を踏まえた年間指導計画を作成しており、授業時においては、児童生徒が星（☆）本の内容に
注目できるよう、星（☆）本のイラストをスキャンするなどして、大型モニターに映して活用している。

活用に関する工夫

◼ 学習内容の理解につながるよう、星（☆）本の題材に即した動画などをインターネット上から探したり、星（☆）本
に掲載されている具体物を手作りで準備したりするなど、星（☆）本を踏まえた追加の教材を用意している。

◼ ☆１、☆２、☆３で共通している題材については、年度初めに担当教員で話し合い、それぞれの段階で扱う内容が
重複しないよう確認し、授業を組んでいる。

活用することによる効果

◼ 星（☆）本の活用により、指導の流れや教材選定の参考が得られ、ねらいが明確になることで指導の見通しが立
てやすくなる。また、項目に応じて動画等の補助教材を組み合わせることで、児童にとって理解しやすい指導が可
能となっている。

◼ 学年を通じて段階的に内容が構成されているため、学習内容の重複を防ぎつつ、系統的かつ網羅的な学習が
実現されている。導入以前は担任の裁量により内容を決定していたため、学年間で同様の内容が繰り返される
可能性があったが、その改善につながっている。

◼ 星（☆）本により題材の枠組みが示されることで、担任が一から内容を設定する負担が軽減され、児童の実態に
応じた工夫に注力できるようになっている。その結果、より効果的な指導の実施が可能となっている。

事例  No.２ 名古屋市立西特別支援学校

学校における生活科の星（☆）本の活用について

学校における生活科の星（☆）本解説書の活用について

活用することによる効果

◼ 解説書で示されている題材の趣旨や指導上の留意点を参照することで、授業で押さえるべきポイントが明確に
なり、体系的で計画的な指導につながっている。

◼ 複数の教師でティーム・ティーチングが行われているが、解説書があることにより、教員間で授業のねらい等につ
いて共通認識が図りやすくなっている。



小学部

３年

活用事例

☆☆
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単元名 ➢ かぜのちから かぜでうごかそう

児童生徒の状況

➢ 風でものが動く様子に関心をもち、自ら風を当てて動かすことがで

きる児童がいる一方で、友達の活動を見て学ぶ児童や、教師の支

援を受けて活動に取り組む児童もおり、障害の状態や実態は様々

である。

単元の展開

➢ 動かしたいものに風を当て、風の力で物を動かす。

➢ 道具を選択・活用しながら活動に取り組み、その結果や気づきを表

現する。

【知識及び技能】

シ ものの仕組みと働き

（イ）身近にあるものの仕組みや働きについて知ること。

【思考力、判断力、表現力等】

シ ものの仕組みと働き

（ア）身近にあるものの仕組みや働きが分かり、それらを表現しようとすること。

単元構想の視点と星(☆)本活用のポイント

◼星（☆）本で写真が示されている凧や風車などを手作りで用意したり、星（☆）本のイラストや解
説書を参考書にして扇風機やサーキュレーターなどを用意したりするなど、児童が体験的に風を
理解できるよう、具体物を様々用意している。

時 数 学習活動と星（☆）本の活用 関連して使用した教材等

①

①「かぜのちからをしろう」

• 星（☆）本のイラストを参考に作成した教材を活用し、風でものが
動くことを知る。

• ・大型テレビに提示したイラストや動画を活用し、活動の見通しをも
たせるとともに、視覚的に理解しやすい導入とする。

ドライヤー、ミニこいのぼり、風
車、風鈴、凧

②≪本時≫

②「かぜのちからでうごかそう」

• 風の働きに着目し、風の力でものを動かすことができるようにする。

• 星（☆）本の題材を基に作成した教材を用い、児童の実態に応じて
操作しやすい環境を整える。

大型テレビ（モニター）、うちわ、
扇風機、空気入れ、サーキュレー
ター、ビニール袋、紙コップでつ
くった風力車、風車、

テープ、花紙、レール、教卓、籠

③

③「かぜのちからでうごかそう」

• 風の力によってものを「転がす」「落とす」「鳴らす」「めくる」「回
す」活動を行う。

ピンポン玉、紙コップ、鈴、スズラ
ンテープ、キャラクターの顔、風
車

２段階

本題材に関連する
学習指導要領の

主な内容



風の働きに着目し、風の力でものを動かす
ことができるようにする

目標
本時の展開

学習の流れ 主な学習活動 星(☆)本の使い方のポイント

導入

○はじめのあいさつ

○本時のめあてと学習内容を知る

• 風に関連する童謡の動画を視聴させることで、本時への学
習の意欲を高めることができるようにする。

展開

○風の力を知る

• うちわ、扇風機、サーキュレーターを

    動かし、 風を感じることができるよう

にする。

• 風の力で動いているものを動画や

  実物で確認する。

○風の力でものを動かす

（１）以下の四つの活動をグループに

分かれて順に行う

①凧を揚げる

②風車を回す

③風力車を動かす

④花紙を飛ばす

（２）好きなものを選択してものを動かす

• グループ別で取り組んだ活動の中から好きなものを選択し、
ものを動かす活動に取り組む。

• 取り組む活動は途中で変更してもよいこととする。

• 星（☆）本に写真が掲載されてい
る風鈴やタンポポの綿毛などに関
する動画を併せて視聴し、風には
ものを動かす力があることを確認
することができるようにする。

• 星（☆）本に写真が掲載されてい
る凧や風車について、教師が手作
りで具体物を用意し、児童が体験
的に学習することができるようにす
る。

まとめ

○まとめをする

• 本時で取り組んだ活動や気に入った活動を大型テレビに示
されたイラストの中から選択し、発表する。

• 風によって様々なものを動かすことができたことを確認する。

○本時の活動を振り返る

• 本時の活動で良かったことを紹介し、賞賛することで達成感
を感じることができるようにする。

• 星（☆）本を基に作成したスライド
を大型テレビに示し、イラストを選
択できるようにする。

7

担当教員より

◼ 授業の導入で星（☆）本の内容を活用することで、学習のねらいを児童に分かりやすく示し、円滑に学習活動へ
とつなげることができている。

◼ 星（☆）本を参照することで授業のアイディアが得られるとともに、解説書に示された内容を踏まえて、指導の方
向性を明確にすることができている。
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障害種・児童生徒数

知肢併設校： 幼稚部  ２人（肢体不自由児１名） 全  １学級
小学部 １３６人（肢体不自由児３２人）   全３５学級
中学部  ６９人（肢体不自由生徒16人） 全20学級
高等部 ９７人（肢体不自由生徒１８人） 全21学級

学校の特徴

• 豊かな自然に囲まれた沖縄南部（島尻群）の中心地に位置し、知的障害と肢体不自
由の児童生徒を対象とする。昭和54年4月に島尻地区の知的障害教育を担う学校と
して開校し、平成23年度より肢体不自由教育を併設した。

• 就学区域は南風原町、豊見城市、糸満市、南城市、八重瀬町、西原町（中頭郡）、与那
原町と広範囲に広がる。

生活科の星（☆）本を
活用している学年教科

【小学部】 第1－2学年…☆
第3－4学年…☆☆
第5－6学年…☆☆☆

主な使い方

◼ 学習指導要領に基づいた系統的な学びの実現のため、令和４年度より本学校において星（☆）本を統一的に利
用する方針を定め、生活科については令和４年度より導入している。

◼ 児童生徒が長時間、星（☆）本を手にして授業に集中することは困難なケースもあることから、教師が星（☆）本
の内容をスライド形式でpdf化したデータを作成し、電子黒板に投影して授業を行っている。

活用に関する工夫

◼ 星（☆）本の題材やイラストを基にして、内容に合う動画をインターネット上から探したり、具体物を準備している。
◼ 星（☆）本を活用した指導が校内で継承されるよう、学習指導案だけでなく、星（☆）本を活用したスライドや星
（☆）本を踏まえて用意した具体物についても管理・保管し、次の担当教師が参照できるようにしている。

◼ 児童生徒が学校で学んだことを具体的に家庭内で伝えることができるよう、授業の際、本時で扱う星（☆）本の
ページを児童生徒に見せ、星（☆）本のどのページを学習するのか、視覚情報も交えながら、意図的に教師が児
童生徒に伝えるようにしている。

事例  No.３ 沖縄県立島尻特別支援学校

学校における生活科の星（☆）本の活用について

学校における生活科の星（☆）本解説書の活用について

活用による効果

◼ 星（☆）本があることにより、教師が学習指導要領の目標・内容を意識しながら、教科の系統性を踏まえた指導
を行うことができている。

◼ 星（☆）本で学べることを嬉しく感じている児童生徒もおり、授業前に星（☆）本を持ってきて、本時で扱うページ
がどこなのかを教師に確認するなど、自ら積極的に学習に取り組む姿が見られている。

◼ 帰りの会における今日の出来事の発表の際、従前は他教科に関する発表が主であったが、星（☆）本の活用以
降は、生活科で学んだ内容に関する話題が児童生徒から挙がるようになっており、学習内容に関する興味・関心
が高まっている姿が見られている。

活用による効果

◼ 星（☆）本の題材や内容の意図を教師が理解し、指導の流れをつかみやすくなっている。
◼ 特別支援学校に初めて着任した教師であっても、解説書を読むことで、学習指導要領に基づいた系統的で計画
的な指導を目指すことができている。



小学部

4年

活用事例

☆☆
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単元名 ➢ かぜのちから

児童生徒の状況

➢ 知的障害を主とする学級と知的障害と肢体不自由を併せ有する学
級の児童が合同で実施。

➢ 学習したことを自ら発表できる児童や、発語が少なく教師の支援が
必要な児童など、障害の状態が多様である。

単元の展開
➢ 風の力に気付き、気付いたことや考えたことなどを教師や友達に伝
え合う。

単元構想の視点と星(☆)本活用のポイント

◼ 目には見えない風の存在に気付くことができるよう、星（☆）本に掲載している風で動く身の回りの具体物の写
真や挿絵を学習の導入時に取り上げたり、解説書の学習指導例を参考にして、送風機やPEテープを使用し、風
の動きを視覚化できるように、児童が体験的に風について気づくことができるようにしている。

時 数 学習活動と星（☆）本の活用 関連して使用した教材等

①
②

①星（☆）本の写真を参考に、物が風で動く様子を映像で見て気づい
たことを話し合う。

②風車が動いている（回っている）ときや、風鈴が鳴っているときどん
な力が働いているのか気づく。
・風車が回っている様子や風鈴が鳴っている様子を観察する。
・風車と送風機の間に手を入れ、風の存在に気付く。

風車、風鈴、タンポポの綿毛、こ
いのぼり、たこ、ブロワー、エアー
トランポリン、ヨット、風力発電所
の映像

③≪本時≫

④
⑤
⑥

③④⑤風の力を使った遊びを通して感じたことや思ったことを伝える。

 ・風鈴と送風機の間に手を入れ風の存在を確認する。
 ・風で机に置かれた紙コップを落とす紙コップおとしゲームをする。
 ・レジ袋で風をつかまえる。
 ・送風機を利用して、レジ袋で作った凧を教室内であげる。
 ・外での凧揚げの様子を動画で確認する。
 ・紙コップカーを作り、風の力で動かす。

⑥風の力について、ふりかえり、まとめを行う。

 ・これまでの授業で行った、風の力を使った遊びの中で、もう一度や
りたい遊びを選択し、風で遊ぶ楽しさを実感する。

電子黒板、パソコン、うちわ、風
車、風鈴、タンポポの綿毛、ブロ
ワー（大型・小型）、送風機・PE
テープ、紙コップ、ドライヤー、延
長コード

２段階

本題材に関連する
学習指導要領の

主な内容

【知識及び技能】

シ ものの仕組みと働き

（イ）身近にあるものの仕組みや働きについて知ること。

【思考力、判断力、表現力等】

シ ものの仕組みと働き

（ア）身近にあるものの仕組みや働きが分かり、それらを表現しようとすること。



風の力のおもしろさを意識して捉え、
感じたことを自分なりに表現する

目標
本時の展開

学習の流れ 主な学習活動
星(☆)本の使い方

のポイント

導入

○はじめのあいさつ

○前時の振り返り、星（☆）本、めあての確認

• 前時で使用した風車を見せ、活動を振り返る。

• 星（☆）本の挿絵
を確認し、今日の
活動の見通しを
持たせる。

展開

○風を確認する

• 送風機から風をおこし、風鈴を揺らすことで、送風機の風で風鈴の音が鳴って
いる様子を確認する。

• 送風機と風鈴の間に手をかざす。

○コップおとしゲームの説明を聞く

• 実際にコップおとしゲームの手本を見せながら説明する。

• うちわ（風）が止まっているときはコップは動かない、うちわ（風）を扇いでいる
ときはコップは動くことに注目するよう、言葉かけする。

○風の力を確認しながら、グループで練習をする

• うちわやドライヤーの風で机の上にあるコップを落とす。

• うちわと机の間に手をかざして、風を確認する機会を

    設ける。

○コップおとしゲームの競争をする

• 各グループから１名ずつ出て競争し、気付いたことを伝え合う。

• 速さを競うことではなく、風を使ってコップを

動かし落とすことをねらいとすることを確認する。

• 見ていて気付いたことがあれば自由に伝えて

よいことを確認する。

• 風を視覚的に捉
えることができる
よう、解説書の学
習指導例を参考
にして、送風機に
PEテープをつけ、
送風機と風鈴の
間に何かがあるこ
とを知らせ、興味
をもたせるように
する。

まとめ

○ふりかえり

• 風の力について学んだことをまとめる。

○おわりのあいさつ

• 星（☆）本を基に
作成したスライド
を使い、今日学ん
だことのまとめを
行う。

10

担当教員より

◼ 星（☆）本に掲載されている写真やイラスト、解説書で示されている学習指導例を参考にして具体物を用意して
いる。具体物を見たり、具体物を使って体験したりすることで、児童の星（☆）本の内容に関する理解が深まって
いる。

◼ 前時の授業で扱ったことがきっかけとなり、星（☆）本に写真が載っている「タンポポの綿毛」を児童が休み時間
に摘んできてくれており、本時の授業で使用することができた。星（☆）本での学習を通じて、児童の知識や体験
が広がっており、学習意欲の向上につながっている。
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障害種・児童生徒数

知的障害部門：
小学部 109人（２４学級）
中学部 64人（１３学級） 高等部 72人（１５学級）

肢体不自由部門：
小学部 10人（５学級）
中学部 9人（４学級） 高等部 12人（５学級）

学校の特徴

• 就学区域が３市に跨って広範となっており、知的障害部門と肢体不自由部門がそれぞ
れ小学部から高等部まで設置されている。

• 「共生社会の中でよりよく豊かに生きる人間の育成」を学校教育目標として掲げ、「自
分らしく豊かに生きる子ども～考える力・分かる力のはぐくみの中で～＜チャレンジ・自
他を大切に・思いを伝える・役割を果たす＞」を目指す子ども像としている。

生活科の星（☆）本を
活用している学年教科

【小学部】 知的障害部門：
第1－2学年…☆
第3－6学年…☆☆
第5－6学年…☆☆☆

肢体不自由部門：
第1－2学年…☆
第3－6学年…☆☆

主な使い方

◼ 小学部では現在、国語科、算数科、音楽科、生活科で星（☆）本を採択しているが、生活科は、発行が開始され
た令和6年度より活用している。

◼ 学校として星（☆）本の活用を推奨しており、児童の実態や授業内容に応じて、絵本なども教材として織り交ぜ
ながら星（☆）本を活用している。

活用に関する工夫

◼ 児童が日常生活や身近な物事から連想できるよう、星（☆）本の題材に関連するイラストや写真、具体物などを
教師が教材として用意しながら活用している。

◼ 他教科との関連を意識し、他教科の星（☆）本で扱った題材も取り入れながら授業を計画している。
◼ 前年度まで小学校や中学校に勤務しており、特別支援学校に初めて着任する教師も少なくなく、星（☆）本の活
用方法や授業づくりについて校内研修を通して研究を深めている。

活用による効果

◼ 星（☆）本の活用により、児童にとっては学びの履歴が明らかになり、教師にとっても学習指導要領に基づいた指
導が望める。

◼ 学習指導要領に基づいた系統的な学びの実現のため、星（☆）本は、教師同士の情報共有を促進するツールと
しても機能している。

事例  No.４ 和歌山県立紀伊コスモス支援学校

学校における生活科の星（☆）本の活用について

学校における生活科の星（☆）本解説書の活用について

活用による効果

◼ 教師がいつでも手に取れるよう、学年に１冊ずつを目安に学校に備えており、解説書を参照することで、指導方
法や授業の流れなどの検討が深まり、星（☆）本への理解も進んでいる。



小学部

6年

活用事例

☆☆☆
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単元名 ➢ かいもの

児童生徒の状況
➢ 障害の程度が比較的軽度である知的障害の児童であり、日頃より
授業では星（☆）本を活用して学習している。

単元の展開

➢ 街にはどんなお店があるのか何を売っているのか、自分が欲しい物
はどこに売っているのかを知る。

➢ 自分が考えたり調べたりしたお店に買い物に行くに当たり、必要な
持ちものや、買い物をするときの手順を考える。

➢ 様々な支払方法を知ったり、色々なお店があることを知ったりするこ
とで、自信を持って買い物に臨めるようになる。

単元構想の視点と星(☆)本活用のポイント

◼ 星（☆）本の内容とイラストをベースとしつつ、児童が日常生活と結び付けて学習することができるよう、近隣の
町の様子や具体的なお店などを撮影した写真も教材として用意した。

◼ 国語科との関連を意識し、国語の星（☆）本で扱った「かいもの」の内容を含めながら単元を構成した。

時 数 学習活動と星（☆）本の活用 関連して使用した教材等

①

②

＜どこで何を売っているかな＞

・街にはどんなお店があるのか何を売っているのか、自分が欲しい物
はどこに売っているのかを知る。

・調べ学習用ワークシートを用いて、街にあるお店とそのお店に売って
いるものはどんなものかを調べ、自らが調べたことを一人ひとり発表
する。

大型モニター、ホワイトボード、
調べ学習用ワークシート

③≪本時≫

④

＜買い物にちょうせんしよう＞

・買い物に必要な持ち物や手順について自分の考えを伝える。

・品物を選んだり、支払いをしたり、買い物に必要なことを自分から取
り組もうとする。

→挿絵を見せながら校外学習当日の持ち物、お店での伝え方聞き方
の確認する。

「お店についたら」の挿絵をホワイトボードに順番に並べてみせる。

大型モニター、ホワイトボード、
記入用ワークシート、買い物をす
る様子を映した映像教材、

練習用の具体物として、財布、
お金、様々な大きさ・形のバッグ
（当日持ってくるバッグの適当
なサイズを一緒に考える）、買い
物用エコバッグ、水筒

３段階

本題材に関連する
学習指導要領の

主な内容

【知識及び技能】

ク 金銭の扱い

（イ）金銭の扱い方などの知識や技能を身

に付けること。

コ 社会の仕組みと公共施設

（イ）日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設などを知ったり、活用し

たりすること。

【思考力、判断力、表現力等】

ク 金銭の扱い

（ア）日常生活の中で、金銭の価値が分

かり扱いに慣れること。

コ 社会の仕組みと公共施設

（ア）日常生活に関わりのある社会の仕

組みや公共施設が分かり、それらを

表現すること。



買い物に必要な持ち物や手順を考え、
お金の支払い方や方法を確認する

目標
本時の展開

学習の流れ 主な学習活動
星(☆)本の使い方

のポイント

導入

○はじめのあいさつ

○活動内容を知る・今後の予定

○前時の振り返り 「どこで何を売っているかな」

• 前時で学習したことを一緒に復習・確認する。

• 発表したワークシートを大型モニターで投影し振り返り。

展開

○買い物にちょうせんしよう

• 自分が考えたり調べたりしたお店に買い物に行くに当たり、必要な持ちもの
や、買い物をするときの手順を考える。

• 必要な持ちものは、イメージしやすいよう具体物を示す。

• 具体物を示す際は、「バッグは小さくていいね」、「お金が出しやすい財布を
持ってこようね」といった声掛けをして持ち物の準備を具体的にイメージさせ
る。

• 「おみせの人にきこう・つたえよう」では、「こんなときはどうする？」という具体
的な「きく」行動の原理を追加し、悩む場面を児童が具体的にイメージする。

○おかねのしはらいかたやほうほうをかくにんしよう

• 様々な支払方法があることを確認し、それぞれの使い方を知る。

• 校外学習では、「現金で払います」 「レジ袋はいりません」と店員に伝えるこ
とも練習する。

• 「お店についたら」
のの挿絵をホワイ
トボードに順番に
並べてみせたり、星
（☆）本の挿絵で
持ち物、伝え方や
聞き方の確認をし
てから、動画で買
い物の手順を示す。

• 星（☆）本の挿絵
を大型モニターで
投影しながら、店
舗で様々な支払方
法があることを確
認する(現金、IC 
カード、携帯）。

まとめ

○ふりかえり

• 次時に行うこと（切符の買い方の学習）を確認する。

○おわりのあいさつ
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担当教員より

◼ 星（☆）本を踏まえた授業構成を意識しつつ、児童の身近にあるお店や体験に基づいて連想しやすい事柄を意
識して教材を用意した。子供たちからは「このお店にも売っていたよ」や「行ったことがあるよ」などと発言があり、
意欲的に学習に取り組む姿が見られた。

◼ 星（☆）本を活用することで授業が進めやすくなり、子供たちにとっても授業の内容を理解しやすくなっているよう
に思う。星（☆）本の活用事例や具体的な使い方がより広まることを期待する。
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